
た
。
距
離
が
短
か
っ
た
こ
と
、
誘

導
灯
が
か
す
か
に
見
え
た
こ
と
で

救
わ
れ
ま
し
た
が
、
火
災
が
現
実

の
時
、
冷
静
に
行
動
で
き
る
か
不

安
に
な
り
ま
し
た
。

《
県
立
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
資
料
館
》

「
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
と
は
」

　

富
山
県
の
神
通
川
（
じ
ん
づ
う

が
わ
）
流
域
で
起
き
た
日
本
の
４

大
公
害
病
の
１
つ
。
患
者
が
イ
タ

イ
イ
タ
イ
と
泣
き
叫
ん
だ
こ
と
か

ら
病
名
が
つ
い
た
。

「
歴
史
と
原
因
」

　

明
治
時
代
後
半
か
ら
、
神
通
川

の
水
が
白
く
濁
っ
た
り
、
周
辺
の

稲
が
育
た
な
い
等
の
異
常
が
続
く

よ
う
に
な
っ
た
◆
漁
業
や
農
業
に

被
害
が
出
始
め
、
生
活
用
水
と
し

て
使
っ
て
い
た
人
の
中
に
病
気
に

苦
し
め
ら
れ
る
人
が
現
れ
た
。
全

身
の
様
々
な
部
分
が
痛
く
な
り
、

骨
が
も
ろ
く
な
る
と
い
う
病
気
で

あ
っ
た
◆
昭
和
30
年
に
新
聞
報
道

さ
れ
て
か
ら
、
原
因
を
つ
き
と
め

よ
う
と
、
多
く
の
医
師
や
研
究
者

　

町
内
公
民
館
長
会
は
、
11
月

13
・
14
日
に
、
富
山
県
内
２
施
設

の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　《
県
広
域
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
・

四
季
防
災
館
》

　

消
防
学
校
及
び
管
理
棟
（
災
害

時
に
対
策
本
部
と
な
る
）
に
隣
接

し
、
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
県
民

が
学
習
す
る
施
設
。
館
の
中
で

数
々
の
体
験
が
で
き
ま
す
。

「
防
災
映
像
体
験
」

　

施
設
担
当
か
ら
館
全
体
の
概
要

と
、
富
山
地
方
に
お
け
る
四
季
そ

れ
ぞ
れ
の
災
害
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
映
像
を
視
聴
し
ま
し

た
。

　

過
去
に
お
き
た
土
砂
災
害
や
津

波
災
害
を
参
考
に
、
適
切
な
避
難

行
動
が
と
れ
る
よ
う
な
内
容
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
地
震
体
験
」

　

数
人
ず
つ
荷
台
の
よ
う
な
装
置

に
乗
り
、
震
度
１
か
ら
７
ま
で
各

段
階
の
揺
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
関
東
大
震
災
、
阪
神
・
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
な
ど

を
再
現
し
た
揺
れ
も
体
験
で
き
ま

し
た
。
震
度
５
以
上
は
、
手
す
り

が
調
査
や
研
究
を
始
め
た
◆
昭
和

43
年
に
当
時
の
厚
生
省
が
、
イ
タ

イ
イ
タ
イ
病
を
公
害
病
で
あ
る
と

発
表
。
原
因
は
神
岡
鉱
業
所
の
排

水
に
含
ま
れ
る
カ
ド
ミ
ウ
ム
が
原

因
と
判
明
。

「
克
服
の
経
過
」

　

昭
和
43
年
、
神
通
川
流
域
の
住

民
た
ち
は
団
結
し
、
神
岡
鉱
業
所

の
経
営
者
で
あ
る
三
井
金
属
鉱
業

に
対
し
裁
判
を
起
こ
し
た
◆
昭
和

46
年
、
被
害
者
で
あ
る
住
民
た
ち

が
裁
判
に
勝
利
◆
裁
判
が
終
結
し

た
翌
日
、
住
民
側
と
会
社
側
で
３

項
目
の
協
定
が
成
立
し
た
。

①
患
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
②
公

害
の
防
止
③
汚
染
さ
れ
た
土
地
の

復
元
◆
会
社
側
は
鉱
山
や
工
場
等

を
改
善
し
、
住
民
側
は
立
入
調
査

を
実
施
◆
汚
染
さ
れ
た
土
地
は
客

土
工
法
に
よ
り
順
次
復
元
さ
れ
、

平
成
24
年
に
復
元
完
了
。

　

公
害
病
の
恐
ろ
し
さ
、
歴
史
と

原
因
、
克
服
の
経
過
を
学
ぶ
こ
と

に
よ
り
、
環
境
と
健
康
の
大
切
さ

を
再
認
識
し
ま
し
た
。（
増
田
）

に
掴
ま
っ
て
い
な
い
と
立
っ
て
い

ら
れ
ず
、
横
揺
れ
だ
け
で
な
く
、

縦
に
揺
れ
る
と
、
よ
り
恐
怖
心
が

増
す
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

「
風
雨
災
害
体
験
」

　

10
㎡
位
の
施
設
で
、
一
方
の
壁

か
ら
風
速
30
ｍ
の
風
が
吹
き
出
て

く
る
と
い
う
も
の
。
メ
ガ
ネ
を
外

す
か
、
専
用
の
ゴ
ー
グ
ル
を
身
に

つ
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
手
す
り
を
掴
ま
ね
ば
体
が
安

定
せ
ず
、
１
分
間
が
と
て
も
長
く

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
雨
合
羽
を
着

て
の
雨
体
験
も
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
が
、
体
験
し
て
み
よ
う

と
い
う
メ
ン
バ
ー
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

「
煙
体
験
」

　

ホ
テ
ル
の
客
室
か
ら
避
難
す
る

こ
と
を
想
定
し
た
も
の
。
火
災
報

知
器
が
鳴
る
と
同
時
に
煙
（
健
康

に
は
害
は
な
い
と
の
こ
と
）
が
充

満
し
、
視
界
を
遮
ら
れ
ま
し
た
。

ハ
ン
カ
チ
で
鼻
を
押
さ
え
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
煙
を
す
わ
な
い

よ
う
体
を
低
く
し
て
行
動
し
ま
し

町
内
公
民
館
長
会
の
視
察
研
修
か
ら

～
富
山
県
四
季
防
災
館・イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
資
料
館
～

防災映像

地震体験

煙体験

イタイイタイ病について学ぶ

　　防災用品の説明
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　男 1820 人
　女 1951 人
合計 3771 人
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最
初
の
見
学
地
、
重
要
文
化
財

馬
場
家
住
宅
に
着
い
た
。
丘
陵
に

広
が
る
田
園
風
景
と
北
ア
ル
プ
ス

を
見
な
が
ら
表
門
に
入
っ
た
。
学

芸
員
の
案
内
で
、
本
棟
造
、
棟
飾

り
の
雀
お
ど
し
の
説
明
を
受
け
主

屋
に
入
っ
た
。
い
ろ
り
、
古
道
具
、

座
敷
を
見
て
江
戸
時
代
の
生
活
に

ふ
れ
て
留
学
生
は
興
味
津
々
。
特

別
に
用
意
さ
れ
た
着
物
を
、
参
加

し
た
女
性
の
皆
さ
ん
に
着
付
け
を

す
る
と
大
喜
び
で
記
念
写
真
に
納

ま
っ
た
。

　

二
番
目
の
見
学
地
は
、
厄
除
け

で
有
名
な
牛
伏
寺
。
大
木
の
杉
並

木
を
登
り
山
門
を
く
ぐ
り
観
音
堂

に
お
参
り
。
そ
し
て
本
尊
十
一
面

観
世
音
菩
薩
像
等
、
８
躰
の
国
の

重
要
文
化
財
が
安
置
さ
れ
て
い
る

宝
物
殿
を
特
別
に
見
学
。
大
谷
副

住
職
か
ら
寺
の
由
来
、
仏
像
群
の

説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
庫
裏

で
温
か
い
お
茶
と
羊
羹
の
お
も
て

な
し
に
一
同
笑
顔
。

　

最
後
の
見
学
地
は
大
正
７
年
に

完
成
し
た
牛
伏
川
フ
ラ
ン
ス
式
階

段
工
。
19
段
の
石
積
み
の
美
し
い

水
の
流
れ
を
見
な
が
ら
、
先
人
た

ち
の
偉
業
に
思
い
を
馳
せ
た
。

　

昼
食
と
な
り
、
バ
ス
ハ
イ
ク
の

締
め
く
く
り
に
留
学
生
の
感
想
を

聞
く
と
全
員
、
楽
し
く
、
よ
い
思

い
出
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。　

 　
　
　
　
　

　

私
は
留
学
生
の
松
本
滞
在
の
無

事
を
祈
り
帰
途
に
つ
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
本
）

　

11
月
30
日
に
、
旭
町
小
学
校
の

子
供
た
ち
（
全
校
児
童
３
８
２
名
）

が
参
加
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
登
校
時
の
安
全
見
守
り
や
一

斉
挨
拶
運
動
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
「
学
校
応
援
団
」
の
人
達

を
招
き
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

応
援
団
は
約
50
名
が
活
動
し
て

お
り
、
今
回
は
城
東
地
区
の
18
名

を
は
じ
め
横
田
、
安
原
地
区
の
方

も
含
め
た
22
名
が
参
加
し
ま
し

た
。（
城
東
地
区
の
活
動
者
数
は

28
名
）

　

学
校
応
援
団
は
、
地
域
が
学
校

と
連
携
し
て
子
供
た
ち
を
育
て
る

「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー

ル
」
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、
見

守
り
活
動
の
他
に
も
、
さ
つ
ま
芋

の
栽
培
と
料
理
を
体
験
す
る
授
業

の
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ス
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
作
っ
た
そ
う

で
す
。

　

感
謝
の
会
で
は
児
童
の
歌
が
披

露
さ
れ
、
子
供
か
ら
参
加
者
へ
即

席
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ
れ
る

な
ど
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
児
童
直
筆
の
手
紙
、
折

り
紙
の
メ
ダ
ル
、
パ
ン
ジ
ー
の
苗

の
３
つ
を
贈
ら
れ
感
謝
を
伝
え
ら

れ
た
参
加
者
た
ち
は
、
と
て
も
喜

ん
で
い
ま
し
た
。

　

企
画
の
中
心
と
な
っ
た
児
童
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
の
皆
川
和な

月つ
き

委
員
長
（
６
年
）
は
「
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
皆
さ
ん
が
喜
ん
で

く
れ
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
、

鏡
味
洋
子
校
長
は
「
大
事
な
命
を

守
り
、
生
き
る
上
で
大
切
な
こ
と

を
教
え
、
見
守
っ
て
い
る
応
援
団

の
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝
を
忘
れ
な

い
で
下
さ
い
。」
と
語
り
か
け
て

い
ま
し
た
。

　

活
動
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
を
務

め
て
い
る
原
田
武
邦
城
東
公
民
館

館
長
は
、「
活
動
を
始
め
て
か
ら
３

年
目
を
迎
え
、
日
頃
か
ら
多
く
の

方
々
に
参
加
し
て
頂
き
大
変
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
と
学

校
の
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
。」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。（

小
島
）
　

「
留
学
生
と
行
く

  
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク
」

　
　
　
に
参
加
し
て

旭
町
小
　

学
校
応
援
団
に
感
謝
の
会

　

城
東
公
民
館
主
催
の
留
学
生
と

行
く
交
流
バ
ス
ハ
イ
ク
（
文
化
財

見
学
）が
、11
月
３
日
に
行
わ
れ
た
。

　

私
は
英
語
が
話
せ
な
く
て
も
大

丈
夫
に
ひ
か
れ
参
加
し
た
。
留
学

生
男
女
11
人
、
信
大
生
チ
ュ
ー

タ
ー
（
留
学
生
一
人
に
一
人
つ
く

相
談
者
）
一
人
、
城
東
地
区
の
皆

さ
ん
10
人
が
公
民
館
を
出
発
。
早

速
、
自
己
紹
介
が
始
ま
っ
た
。
流

暢
な
日
本
語
に
感
心
し
て
い
る

と
、
ド
イ
ツ
、
中
国
、
ア
メ
リ

カ
、
タ
イ
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
来
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
私
の
隣

に
座
っ
た
青
年
は
中
国
人
の
柳
宇

陽
さ
ん
、
上
海
の
大
学
３
年
、
日

本
語
科
で
６
ヶ
月
間
日
本
語
を
学

び
に
来
て
お
り
松
本
を
大
変
気
に

入
っ
て
い
る
そ
う
だ
。
好
き
な
日

本
食
は
、
カ
レ
ー
・
ラ
ー
メ
ン
・

寿
司
・
馬
刺
し
と
の
こ
と
で
し
た
。

馬場家住宅の説明

着物に挑戦

牛伏寺見学

感謝の会の様子

牛伏川フランス式階段工にて

松 本 市 公 民 館 報2017（平成 29）年1月30日（月） 第107号④【城東版】


